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　明けましておめでとうございます。本年もよろしくお
願いいたします。
　昨年９月には、４年ぶりにフォーラムを開き、新しい
プログラム（親子の絆づくりプログラム”きょうだいが
生まれた！”：ＢＰ２プログラム）を発表しました。た
くさんのみなさんにご参加いただき、ありがとうござい
ました。
　毎年本紙１月号では、これまでのＫＫＩの活動を振り
返るとともに、今後の抱負を述べてきました。今回は、
ＢＰ２プログラムの発表に伴い、2010年度から取り組
んできましたＢＰプログラムにも変更を加えました。ま
た、2003年度から取り組んできましたカナダの親支援
プログラムNobody’s Perfect（ＮＰ）についてもＫＫＩ
の規定を変更しました。そのため、それらをまとめて報
告します。そして、今後のＫＫＩの活動についても触れ
ます。

ＢＰプログラムの新体系
　すでに本紙でもお伝えしてきたことですが、現在主に
取り組んでいますＢＰプログラムでは、ＢＰ２（ビーピ
ーツウ）プログラムの誕生に伴い、従来のＢＰプログラ
ム（親子の絆づくりプログラム”赤ちゃんがきた！”）は、
ＢＰ１（ビーピーワン）プログラムと呼ぶことにしまし
た。そして、２つのプログラムを合わせて「親子の絆づ
くりプログラム（ＢＰプログラム）と呼ぶことにします。

参加者用新テキスト
　ＢＰ２プログラムの発表に向けて昨年７月には、ＢＰ
１プログラムとＢＰ２プログラムで共通に使用する参加
者用テキストが完成しました。このテキストは、従来の
テキストの内容に加えて、幼児期の子育てに必要な内
容を追記し、装いも新たに「カラー図解版」（Ａ５版、
206ページ）として完成しました。
　その追加した内容を簡単に説明します。全体を通して、
父親に関する記述を増やしています。大幅に充実させた
内容は、子どもの発達、特に心の発達についての記載で
す。心の発達については、かつての親にとっては特に知
っておく必要はありませんでしたが、現代日本の親はぜ
ひ知っておかなければいけない育児知識となっています。

その理由の一つは、現代日
本では親子の距離が近いた
めに、親の意向が直接子ど
もの発達に大きな影響を及
ぼしているからです。「這
えば立て、立てば歩めの親
心」と昔からのことわざが
象徴していますように、親
はどうしても早く早くと急
ぎます。そのため、子ども
の心の発達の道すじからは
ズレた要求を子どもにして

しまいがちです。小学校中学年までは、それでも問題な
くやっていけますが、問題が顕在化するのは思春期に入
ってからです。
　ＢＰプログラムのテキストには、「思春期から花ひら
く幼児期の子育て」という副題をつけています。この副
題は、「幼児期や小学校時期が華だったが、思春期にな
って・・・」という子育てではなく、「思春期・青年期
になるに従い元気になり、社会にイキイキと巣立ってい
ける若者に育てたい」というＢＰプログラムの子育て目
標を表しています。
　参加者用テキストでは、子どもの心の発達の特徴や道
すじなどをわかりやすく説明するとともに、幼児期の子
どもの困りごとについて、親が「問題解決アプローチ」
に従い子どもの言動を考えられるように、そして的確な
かかわりができるように解説しました。

新テキスト対応ＤＶＤ
　新テキストの使用に伴い、ＢＰ１プログラムで使用す
るＤＶＤは改訂され、第３版となりました。変更・追加
された内容は３点です。ひとつは第１回セッションでの
「参加者用テキストの解説」をＤＶＤで流すことにしま
した。従来ファシリテーターが担当していましたが、的
確に解説することはなかなかむずかしかったためです。

　２つ目の変更点は、第４回
セッションの中で、ファシリ
テーターがテキストを読むと
ころがありましたが、その個
所をＤＶＤにしました。３つ
目は、ＤＶＤのナレーション
の内容について、より多くの
方が納得していただけるよう
表現を変えたところが数か所
あります。

本年をＢＰプログラムの飛躍の年に! !
本会代表（精神科医）　原田　正文

年頭にあたって

親子の絆づくり
プログラム

（BPプログラム）

赤ちゃんがきた！
（BP1プログラム）

きょうだいが生まれた！
（BP2プログラム）
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ＢＰ２のＤＶＤとファシリテーター・ガイド
　ＢＰ２プログラムで使用するＤＶＤとファシリテータ
ー・ガイド（A４判、133ページ）も新規に作成しまし
た。ＢＰ２プログラムは、幼児期の子どもとのかかわり
を一つの大きなテーマとしていますので、セッションの
テーマもＤＶＤの内容もＢＰ１プログラムとは大きく異
なります。ＤＶＤの内容では、「しつけ」についてわか

りやすく解説している
との評価があります。
　ＢＰ２プログラムの
ファシリテーター・ガ
イドでは、ファシリテ
ーターの基礎知識とし
て、1980年代から問
題が急激に顕在化して
いる不登校や未婚・晩
婚・非婚、子ども虐待
などについて、心の発
達という視点から解説
しています。

「３つ折りパンフレット」第４版
　ＢＰ２プログラムの登場に伴い、ＢＰプログラム紹介
用の「３つ折りパンフレット」も改訂し、第４版になり
ました。下段に「３つ折りパンフレット」の表紙と内側
３ページを示します。従来、この「３つ折りパンフ」の
制作費が高かったため、あまり配布できませんでしたが、
今回かなり安価に仕上がりましたので、ＢＰプログラム
の宣伝用に積極的に使用していただきたいと考えていま
す。有効に配布できる機会がありましたら、ぜひＫＫＩ
事務局にご連絡ください。相談の上、送らせていただき
ます。
　昨年はこのように、ＢＰ２プログラムの作成に多くの
エネルギーを使いました。今年は昨年作成したテキスト
やＤＶＤなどを使って、ＢＰプログラムの新たな飛躍の
年にしたいと考えています。

ＫＫＩのＮＰ規定の変更
　ＮＰプログラム（Nobody’s Perfect）については、Ｂ
Ｐプログラムの開始以来、ＫＫＩのキャパシティもあり、
かなり活動が低調になっています。諸般の事情も考慮
し、この４月よりＫＫＩのＮＰ規定を改めます。改訂点
は、実施するファシリテーター数に関してです。これま
で、「ファシリテーター２名で実施する」としていまし
たが、「参加者が10人までの場合は、一人のファシリ
テーターで実施しても良い」こととします。

「人類の宿題」の解決をめざす
　日本の子育て現場は急速に変化しています。特に、最
近「共働き世帯が半数を越えた」と報じられましたよう
に、女性の社会参加が急速に進んでいます。この傾向は
さらに進むことと考えられます。
　先には、「親子の距離が近すぎるために子どもの心の
発達に支障が生じている」ことについて述べました。結
果として生じていることを一言で言いますと、「愛着障
害」です。ＢＰプログラムは、この「愛着障害」の予
防策として、「親子の絆づくり」をテーマにしています。
なお、ＢＰプログラムでは、「愛着」のことを「親子の
絆」と言い換えています。
　一方で、愛着形成には「親子で一緒の時間を過ごすこ
と」が不可欠です。職場と自宅が離れている現在、共働
き家庭が増えるということは、別の意味でも親子の絆づ
くり、すなわち愛着形成が難しい時代になりつつあるこ
とを意味しています。
　先に取り上げました子ども虐待や不登校など、親子を
巡る諸問題は日本だけの問題ではなく、いわゆる先進国
と言われる国々に共通の現象です。科学が発達し、暮ら
しが便利になる一方で、その陰の部分として、「子ども
を産み育てる」という人類にとって、あるいは生物体と
して、最も根本的な営みに支障が生じているのです。Ｋ
ＫＩは、この言わば「人類に課せられた宿題」ともいう
べき課題の解決をめざして、今年も頑張っていきたいと
考えています。

きずな　　　　　　　　　　　　

親子の絆づくりプログラム

ファシリテーター・ガイド
（第１版）

ファシリテーター・ガイド
（第１版）

ＮＰＯ法人こころの子育てインターねっと関西 編
                     　　　　　　　 　（略称 ＫＫＩ）

“きょうだいが生まれた！”“きょうだいが生まれた！”“きょうだいが生まれた！”“きょうだいが生まれた！”
（愛称：BP2プログラム）

（表面） （内面)
ＢＰ３つ折り
パンフレット
（第４版）
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